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第１２回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉in東京‘１７」 

最優秀賞ならびに奨励賞の審査結果について（ご報告） 
 

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

第１２回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉in東京‘１７」の開催にあ

たり、皆様には発表への応募をはじめ大会の参加呼びかけにご協力をいただきまし

て誠にありがとうございました。おかげさまで約１，３００人（学生ならびに都民

招待の約６００人を含む）のご来場をいただきまして無事に大会を終了いたしまし

た。 

さて、今大会の最優秀賞ならびに奨励賞については、表彰審査委員会による厳正

な審査の結果、別紙の通りとなりましたのでお知らせいたします。 

なお受賞した施設・団体の一覧は、顕彰の一環として、本会ウェブサイトをはじ

め、東京新聞１１月１１日（土）朝刊に掲載させていただく予定です。 

 

記 

 

１ 審査結果  別紙のとおり 

 

２ 問合わせ先   東京都社会福祉協議会 福祉部 高齢担当（福田・藤原） 

（電話）03-3268-7172 （FAX）03-3268-0635 

 



第１２回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉in東京‘１７」 

最優秀賞ならびに奨励賞の受賞者一覧 
 

平成２９年９月２８日 

東社協 東京都高齢者福祉施設協議会 

 

 

第１２回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉in東京‘１７」 

最優秀賞 
 

第１会場 食事・栄養・口腔ケア  

特別養護老人ホーム 多摩済生園（社会福祉法人 多摩済生医療団） 

後藤 敦子さん／田村 祥子さん 

「胃瘻から経口摂取への取り組みにより利用者のＱＯＬが向上した事例」 

《一事例の取り組みでフロアの士気が上がった》 

 

第２会場 日常ケアの向上 

特別養護老人ホーム 砧ホーム（社会福祉法人 友愛十字会） 

三浦 好顕さん／尾上 里織さん 

「入浴移乗ボードの導入プロセスにみる「持ち上げない介護」の推進による効果」 

《巻き起こせ！介護イノベーション》 

 

第３会場 地域ケア・居宅・ソーシャルワーク  

西部地域包括支援センター（社会福祉法人 フロンティア） 

高橋 久恵さん／榎本 祐子さん 

「地域包括が商店などに足を運んだことで地域の力を引き出すことができた取り組み」 

《認知症になっても安心して出かけられる地域の実現に向けて》 

 

第４会場 リスクマネジメント・経営・業務改善・品質・人材育成  

特別養護老人ホーム ゆうあいの郷六月（社会福祉法人 聖風会） 

宮下 綾乃さん 

「不適切な対応を撲滅し、適切なケアを実現するための取り組み」 

《六月式まごころ計画の実践》 



第５会場 認知症ケア 

鶴川第１高齢者支援センター（社会福祉法人 賛育会） 

藤田 直さん 

「認知症当事者と暮らしやすい地域づくりを目指して」 

《「おれんじドア町田」の活動を通じて認知症の正しい知識の啓発活動の取組み》 

 

第６会場 医療・看取りケア  

特別養護老人ホーム 偕楽園ホーム（社会福祉法人 一誠会） 

佐々木 要さん 

「リハビリテーション栄養によるサルコペニアとロコモティブシンドロームの改善」 

《分岐鎖アミノ酸と3Mets強の運動負荷を併用したアプローチの成果》 

 

第７会場 ケアプラン・相談援助  

特別養護老人ホーム ウエルガーデン 西が丘園（社会福祉法人 ウエルガーデン） 

刈田 研二さん 

「夜間緊急時における介護職員の不安解消についての取り組み」 

《実践研修で見えた課題と改善》 

 

第８会場 リハビリ・アクティビティ・レクリエーション  

特別養護老人ホーム いずみの苑（社会福祉法人 東京援護協会） 

齋藤 隼人さん／草野 利恵子さん／内山 貴史さん 

「特養で転倒を繰り返す利用者が、足指体操で転倒減少・歩行安定・姿勢改善した事例」 

《１日５分から始める、転倒予防の新アプローチ》 

 

第９会場 ポスター発表 

特別養護老人ホーム 中川園（社会福祉法人 仁生社） 

豊田 洋輔さん／野々宮 和樹さん 

「誤嚥性肺炎ゼロを目指す適切な口腔ケアと、その取り組み及び効果について」 

 

 

 

 

 



第１２回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉in東京‘１７」 

奨励賞（アクティブ福祉in東京実行委員長賞） 

 

第２会場 日常ケアの向上 

特別養護老人ホーム 吉祥寺ナーシングホーム（社会福祉法人 至誠学舎東京） 

小泉 里沙さん 

「適切な排便時間・量を促すための、下剤の内服時間・量の検討と変更について」 

《集団管理から個別対応へ》 

 

第３会場 地域ケア・居宅・ソーシャルワーク  

特別養護老人ホーム多摩済生園・多摩済生ケアセンター 

（社会福祉法人 多摩済生医療団） 

藤原 千夏さん／関口 一夫さん 

「利用者アンケートに基づきサービスを一から見直したデイサービスの取り組み」 

《真のニーズに応える為にデイサービスに出来る事とは》 

 

第５会場 認知症ケア 

光陽苑デイサービスセンター（社会福祉法人 泉陽会） 

塚田 修一さん／末岡 申次さん 

「書くことにより、もたらされる認知症利用者の変化と効果」 

《日付と名前、バイタル情報を書くだけのお手軽作業》 

 

第７会場 ケアプラン・相談援助  

なぎさ和楽苑ケアセンター（社会福祉法人 東京栄和会） 

永峰 知子さん／古岡 友喜さん 

「『相談』の専門職として質の高いサービスを目指して」 

《相談職マニュアル完成まで》 

 

第９会場 ポスター発表 

特別養護老人ホーム 赤羽北さくら荘（社会福祉法人 東京都福祉事業協会） 

川崎 初美さん 

「健康けん玉部活動による、社会貢献活動への挑戦」 

 



 

第１２回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉in東京‘１７」 

奨励賞（日本介護福祉士養成施設校協会 関東信越ブロッ
ク協議会委員長賞） 
 

第４会場 リスクマネジメント・経営・業務改善・品質・人材育成  

特別養護老人ホーム 多摩済生園（社会福祉法人 多摩済生医療団） 

田中 伸一さん／熊木 敦志さん 

「マニュアルを整備し、人事面接までを体系化した研修制度」 

《「見る、聞く、関わる」で離職率減・人材定着の好循環が生まれる》 

 

第８会場 リハビリ・アクティビティ・レクリエーション  

グループホーム マイライフ徳丸（社会福祉法人 北野会） 

今井 直美さん／高木 理望さん 

「高齢者が他者のために動くことを職員がサポートする個別支援」 

《誰かのために動くことは社会参加の第一歩》 

 

 

第１２回高齢者福祉実践・研究大会（アクティブ福祉in東京‘１７） 

奨励賞（東京都介護福祉士会長賞） 

 

第１会場 食事・栄養・口腔ケア  

特別養護老人ホーム 多摩の里 むさしの園（社会福祉法人 園盛会） 

早坂 穣さん／岩田 恵利香さん 

「介護職員と歯科衛生士の連携によるサービスの向上」 

《健康な口腔がもたらす生活の質の向上》 

 

第６会場 医療・看取りケア  

特別養護老人ホーム 多摩済生園・多摩済生ケアセンター（社会福祉法人 多摩済生

医療団） 

平井 宣子さん／池野 真由美さん 

「利用者生活を制限せずに感染症ゼロを定着させた感染症予防の取り組み」 

《感染症は持ち込まなければ必ず防ぐことができる》 



第１２回高齢者福祉実践・研究大会（アクティブ福祉in東京‘１７） 

奨励賞（特別賞） 

 

第５会場 学生発表 

東京福祉保育専門学校（学校法人サンシャイン学園） 

ズーエンさん／タイン・タインさん／エンさん／ジャンさん／チョー・チョーさん 

「アジア地域における介護福祉士を目指す」 

 

第６会場 学生発表 

日本福祉教育専門学校（学校法人敬心学園） 

並木 瑠奈さん 

「信頼関係をつくるためのコミュニケーションの重要性」 

 

第９会場 学生発表 

東京福祉保育専門学校（学校法人サンシャイン学園） 

鈴木 友里さん 

「在学中におけるボランティアの意義について」 

 

以上２１題 

《参考》各賞について 

アクティブ福祉
in 東京’１７ 
最優秀賞 

最優秀賞 
各テーマにおける口演発表及びポスター発表
における総得点数が１位の者。 

アクティブ福祉
in 東京’１７ 
奨励賞 
 

アクティブ福祉 in東京実
行委員長賞 

各テーマにおける口演発表及びポスター発表
における総得点数が２位のうち、東京都高齢者
福祉施設協議会が「東京の高齢者福祉の向上・
発展に資する優秀な内容」の観点から選んだ
者。 

日本介護福祉士養成施設
協会関東信越ブロック協
議会委員長賞 

各テーマにおける口演発表及びポスター発表
における総得点数が２位のうち、日本介護福祉
士養成施設協会が「東京の介護職育成やキャリ
ア形成に資する優秀な内容」の観点から選んだ
者。 

東京都介護福祉士会長賞 

各テーマにおける口演発表及びポスター発表
における総得点数が２位のうち、東京都介護福
祉士会が「東京の介護技術の向上・発展に資す
る優秀な内容」の観点から選んだ者。 

特別賞 各会場における学生発表。 

 


